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（資料５）

情報収集・分析の手法，あり方について

１ 裁判員候補者名簿に関する情報

 候補者名簿の登載人数のほか，平成２０年１１月末に行った名簿記載通知

と併せて実施した資格等に関する調査結果をもとに，その状況を検証するこ

とが可能。

 収集可能である主なデータ

○ 候補者名簿の登載人数

○ 就職禁止事由に該当する者の人数

○ 年間を通じて辞退事由に該当する者の人数

○ 参加困難な月の意向調査の結果

２ 裁判員裁判対象事件に関する各種情報

 個々の裁判員裁判対象事件が終了した段階で，事件ごとの各種統計データ

を取得する予定である。こうした統計データをもとに，審理に要した日数，

審理や評議の運用状況，裁判の結果，選任手続が国民の負担に配慮したもの

となっているか，といった点について検証が可能。

なお，定型的な統計データによっては，必ずしも浮かび上がってこない個

別の実情については，必要に応じて，各地方裁判所の実情を調査することも

あり得る。

 収集可能である主なデータ

【事件の取扱状況に関する基本データ】

裁判員裁判の運用を検討するに当たって基本となるデータ。

○ 裁判員対象事件の数

○ 合議体の構成の別
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○ 裁判員及び補充裁判員の人数

○ 自白・否認の別

【公判前整理手続に関するデータ】

裁判員裁判では，裁判員等に負担を掛けないよう，公判前等に争点や証拠

の整理を行う手続を実施しているが，その実施状況に関するデータ。

○ 公判前整理手続に要した期間や期日の回数など，整理手続に関する各

種データ

【選任手続に関するデータ】

○ くじで選定された候補者の人数

○ 呼出し，呼出取消しの人数

○ 出頭率

○ 期日当日の辞退数，理由あり不選任・理由なし不選任の数

【審理・評議・判決等に関するデータ】

○ 審理日数（公判回数 ，審理時間）

○ 証人の人数

○ 評議の時間

○ 被害者参加制度関連のデータ

○ 終局区分（有罪，一部無罪，無罪等の別）

○ 量刑の分布

○ 確定・控訴の別（控訴率 ，上訴審における終局結果等）

３ 裁判員等として裁判に参加した方のご意見・ご感想等

 裁判所に出頭した裁判員候補者，裁判員及び補充裁判員を対象にアンケー

トを実施する。

 主なアンケート項目

○ 裁判員等の性別，年齢層，職業
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○ 日程調整に当たっての支障の有無

・呼出状や質問票を裁判所からあらかじめ送付する時期が適切であったか

・勤務先との関係で苦労された点の有無・内容

・育児や介護を要する方につき，施設等の利用の有無，利用しやすさ

○ 選任手続関係

・名簿記載通知，呼出時における送付物の分かりやすさについて（分量，

内容等）

・質問手続において，改善を要すべき点の有無

○ 審理・評議について（裁判員・補充裁判員のみ）

・法曹三者の説明や法廷用語の分かりやすさ

・評議における発言のしやすさ，議論が充実していたかなど

・評議の時間・休憩の取り方

・事案判断の困難性

○ 裁判員等を経験しての感想

・事前の感想

・経験後の感想・理由

○ その他の要望等

・裁判所の対応等について（職員の対応，設備等）


